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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期第１四半期
連結累計(会計)期間

第64期第１四半期
連結累計(会計)期間

第63期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 4,615,769 4,140,917 17,403,855

経常利益 (千円) 163,767 196,371 381,747

四半期(当期)純利益 (千円) 54,730 38,389 225,094

純資産額 (千円) 9,101,643 8,846,029 8,716,088

総資産額 (千円) 17,102,657 15,708,526 15,562,170

１株当たり純資産額 (円) 1,024.33 1,023.44 1,006.89

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 6.14 4.44 25.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.2 56.3 56.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 546,040 196,326 1,781,087

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △507,913 △269,384 △1,283,174

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 51,238 △151,821 △267,767

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,341,487 1,208,865 1,429,931

従業員数 (名) 578 552 544

(注)　1.売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載してお　　

　りません。

3.従業員数は就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 552〔137〕

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名) 358〔118〕

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔  〕内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額　(千円)
前年同四半期比

(％)

包装関連資材製造販売業 2,323,250 △6.8

その他の事業 144,438 32.5

合計 2,467,689 △5.2

(注) １　金額は、原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2) 商品仕入実績

当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額　(千円)
前年同四半期比

(％)

包装関連資材製造販売業 638,904 △47.3

その他の事業 59,365 △6.7

合計 698,270 △45.3

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

主要製品は得意先からの受注によって即納する一種の受注生産ですが、生産及び商品仕入と販売との

関連において製品及び商品の回転率が早く、月末における受注残高が僅少なので、(1)生産実績および(2)

商品仕入実績を受注実績とみなして大差ありません。

　

(4) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 金額　(千円)
前年同四半期比

(％)

包装関連資材製造販売業 3,958,208 △10.9

その他の事業 182,708 5.2

合計 4,140,917 △10.3

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

　(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部の業種において在庫調整が進み、生産に持ち直し

の兆しが見られるものの、企業業績の大幅な悪化、設備投資の抑制、雇用情勢の更なる悪化など、依然として

厳しい状況が続いております。

このような経済環境の下、当社グループは、業務の効率化、コストの削減および顧客満足の質向上の推進

により業績の向上を図り、企業価値の増大に向け取り組んでまいりました。その結果、当第１四半期連結会

計期間の売上高は41億40百万円（前年同四半期比10.3％減）となり、一部の原材料価格下落等により、営業

利益は１億47百万円（前年同四半期比119.5％増）、経常利益は１億96百万円（前年同四半期比19.9％増）

となり、繰延税金資産の一部取崩等で四半期純利益は38百万円（前年同四半期比29.9％減）となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①包装関連資材製造販売業

海外部門、パルプモウルド部門の工業品分野を中心に需要低迷により、当第１四半期連結会計期間の売上

高は39億58百万円（前年同四半期比10.9%減）となりましたが、一部の原材料価格下落等もあり、営業利益

は４億14百万円となりました。

　

②その他の事業

新規開拓等に鋭意努力した結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は１億82百万円（前年同四半期比

5.2％増）となりましたが、競争激化により39百万円の営業損失となりました。

　

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

日本

　当第１四半期連結会計期間の売上高は36億13百万円（前年同四半期比6.4％減）、営業利益は３億68百

万円（前年同四半期比47.1％増）となりました。

アジア

　当第１四半期連結会計期間の売上高は５億27百万円（前年同四半期比30.3％減）、営業利益は13百万円

（前年同四半期比77.8％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より１億46百万円増加し、157億８百万円と

なりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金等の増加により53百万円増加しております。固定資産は、投資有価証券

の評価増等により、93百万円増加しております。

負債合計については、68億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円の増加となりました。流動

負債は、その他の流動負債等の増加により、96百万円増加しております。固定負債は、長期借入金の返済等に

より、80百万円減少しております。

純資産合計については、88億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億29百万円の増加となりまし

た。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に

比べ２億21百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には12億８百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金収入は、減価償却費の計上等により、１億96百万円となりました。(前年同四半期は

５億46百万円の収入)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金支出は、有形固定資産の取得による支出等により、２億69百万円となりました。(前

年同四半期は５億７百万円の支出)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金支出は、長期借入金の返済および配当金の支払等により、１億51百万円(前年同四

半期は51百万円の収入)となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は17,214千円であります。なお、当第１四半期連結会計期

間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000福岡証券取引所
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 9,328,000 9,328,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388

　

　

(5) 【大株主の状況】

　　当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しており

ます。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 671,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

8,598,000
8,598 ―

単元未満株式
 普通株式

59,000
― ―

発行済株式総数 9,328,000― ―

総株主の議決権 ― 8,598 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式550株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大石産業株式会社

福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目7番1号

671,000 ― 671,000 7.2

計 ― 671,000 ― 671,000 7.2

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 575 595 599

最低(円) 538 545 552

(注)　最高・最低株価は、福岡証券取引所の株価であります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半

期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年

７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,450,942 1,671,970

受取手形及び売掛金 3,930,457 3,672,534

商品及び製品 523,566 595,314

仕掛品 158,689 93,425

原材料及び貯蔵品 561,423 586,148

その他 274,640 226,487

貸倒引当金 △14,332 △13,596

流動資産合計 6,885,387 6,832,285

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,437,717 2,459,515

機械装置及び運搬具（純額） 2,357,472 2,476,503

その他（純額） 2,168,804 2,019,591

有形固定資産合計 ※
 6,963,994

※
 6,955,609

無形固定資産 136,941 133,927

投資その他の資産

投資有価証券 883,222 710,212

その他 ※
 843,013

※
 934,744

貸倒引当金 △4,033 △4,609

投資その他の資産合計 1,722,203 1,640,347

固定資産合計 8,823,139 8,729,884

資産合計 15,708,526 15,562,170

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,727,757 2,787,040

短期借入金 763,729 786,067

未払法人税等 137,866 84,470

賞与引当金 115,114 229,749

その他 1,183,026 943,679

流動負債合計 4,927,493 4,831,006

固定負債

長期借入金 624,037 659,900

退職給付引当金 1,030,417 1,041,646

役員退職慰労引当金 137,314 172,985

その他 143,232 140,543

固定負債合計 1,935,003 2,015,075

負債合計 6,862,496 6,846,082

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

11/26



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 466,400 466,400

資本剰余金 345,489 345,489

利益剰余金 8,449,971 8,472,177

自己株式 △347,769 △340,282

株主資本合計 8,914,091 8,943,784

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 204,281 93,419

為替換算調整勘定 △272,343 △321,115

評価・換算差額等合計 △68,061 △227,696

純資産合計 8,846,029 8,716,088

負債純資産合計 15,708,526 15,562,170
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 4,615,769 4,140,917

売上原価 3,772,142 3,245,703

売上総利益 843,627 895,214

販売費及び一般管理費 ※１
 776,577

※１
 748,061

営業利益 67,049 147,153

営業外収益

受取利息 937 1,526

受取配当金 5,892 4,713

受取賃貸料 52,748 52,786

為替差益 37,432 －

その他 14,488 17,991

営業外収益合計 111,499 77,017

営業外費用

支払利息 5,087 9,671

不動産賃貸費用 4,550 4,549

為替差損 － 6,788

売上割引 2,890 2,307

その他 2,254 4,484

営業外費用合計 14,781 27,799

経常利益 163,767 196,371

特別損失

固定資産除却損 3,270 4,480

たな卸資産評価損 ※２
 71,140 －

特別損失合計 74,410 4,480

税金等調整前四半期純利益 89,357 191,890

法人税、住民税及び事業税 104,792 138,758

法人税等調整額 △70,164 14,742

法人税等合計 34,627 153,500

四半期純利益 54,730 38,389
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 89,357 191,890

減価償却費 235,918 226,735

貸倒引当金の増減額（△は減少） 63 160

賞与引当金の増減額（△は減少） △107,785 △114,635

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,941 △11,228

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,976 △35,670

受取利息及び受取配当金 △6,830 △6,239

支払利息 5,087 9,671

為替差損益（△は益） △15,334 11,899

固定資産除却損 3,270 4,480

売上債権の増減額（△は増加） △50,845 △247,873

たな卸資産の増減額（△は増加） △178,890 42,196

たな卸資産評価損 71,140 －

前払年金費用の増減額（△は増加） 6,423 18,543

仕入債務の増減額（△は減少） 31,618 △78,358

その他 452,262 271,689

小計 549,371 283,261

利息及び配当金の受取額 6,830 7,286

利息の支払額 △4,649 △9,828

法人税等の支払額 △5,511 △84,393

営業活動によるキャッシュ・フロー 546,040 196,326

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,038 △12,077

定期預金の払戻による収入 12,000 12,038

有形固定資産の取得による支出 △305,643 △262,810

有形固定資産の除却による支出 － △300

無形固定資産の取得による支出 － △2,318

投資有価証券の取得による支出 △202,057 △2,248

貸付けによる支出 △5,100 △7,456

貸付金の回収による収入 4,228 5,669

その他 698 118

投資活動によるキャッシュ・フロー △507,913 △269,384

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 △17,504

長期借入金の返済による支出 △72,500 △72,500

自己株式の取得による支出 △31,619 △7,487

配当金の支払額 △54,641 △53,502

その他 － △827

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,238 △151,821

現金及び現金同等物に係る換算差額 17,518 3,813

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 106,884 △221,066

現金及び現金同等物の期首残高 1,234,603 1,429,931

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,341,487 1,208,865
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半

期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間は対象となるものがないため、これによる損益への影響はありません。
 
　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※　 有形固定資産の減価償却累計額  15,671,661千円

 

　 　投資不動産の減価償却累計額　 　  189,148千円

※　 有形固定資産の減価償却累計額  15,435,899千円

 

　 　投資不動産の減価償却累計額　   　187,875千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　　 給料及び手当　　　　　　　　　　162,845千円

　　 賞与引当金繰入額　　　　　　　　 51,072千円

     退職給付費用　　　　　　　　　　 20,834千円

     減価償却費　　　　　　　　　　 　 6,813千円

     発送運賃　　　　　　　　　　　　249,201千円

 

※２ たな卸資産評価損の内訳は次のとおりでありま
　　 す。
 
　　 売価還元法から総平均法に変更し
　　 たことによる評価損　　　　　　 　35,044千円
 
　　 原価法から原価法（収益性の低下
　　 による簿価切下げの方法）に変更　 36,095千円
　　 したことによる評価損　　　　　　
 

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

　　 給料及び手当　　　　　　　　　　159,474千円

　　 賞与引当金繰入額　　　　　　　　 47,342千円

　　 退職給付費用　　　　　　　　　　 25,988千円

　　 減価償却費　　　　　　　　　　　　8,368千円

　　 発送運賃　　　　　　　　　　　　218,636千円

 

―
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,653,525千円

預入期間が３カ月超の定期預金
△312,038千円　

　　　　

現金及び現金同等物 1,341,487千円
 

  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

現金及び預金 1,450,942千円

預入期間が３カ月超の定期預金 △242,077千円

現金及び現金同等物 1,208,865千円

 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,328,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 684,570

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 60,595 7.00平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っていますが、当第１四半期連結会計期間におけるリース

取引残高は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の当第１四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して

著しい変動がありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

事業の種類として「包装関連資材製造販売業」及び「その他の事業」に区分しておりますが、全セグメ

ントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「包装関連資材製造販売業」の割合がいずれも９０％を

超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
包装関連資材製
造販売業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,958,208182,7084,140,917 ― 4,140,917

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

― 26,107 26,107 (26,107) ―

計 3,958,208208,8164,167,025(26,107)4,140,917

　　　営業利益又は
　　　営業損失(△)

414,852△39,398 375,453(228,300)147,153

(注)　１　事業区分は、製品及び商品の使用目的に応じて、区分しております。

 　 　２　各事業の主な製品

　(1)包装関連資材製造販売業……パルプモウルドトレー（鶏卵容器、農産物容器、一般工業容器）、大型クラ

　　　　　　　　　　　　　 フト紙袋、ポリスチレンフィルム、ポリエチレン袋、ポリエチレンフィル

　　　　　　　　　　　　　 ム、段ボールケース、段ボールシート、その他包装関連製品・商品等

　(2)その他の事業…………………ソフトウェア、ハードウェア、映像、デザイン等　　　　　　　　　　
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,858,143757,6264,615,769 ― 4,615,769

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

32,458 11,557 44,015（44,015） ―

計 3,890,602769,1834,659,785（44,015）4,615,769

　　　営業利益 250,316 59,303 309,619（242,569） 67,049

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　　　　アジア…マレーシア・シンガポール・中国

　

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
日本
(千円)

アジア　
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,613,109527,8074,140,917 ― 4,140,917

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

23,448 13,602 37,050（37,050） ―

計 3,636,558541,4104,177,968（37,050）4,140,917

　　　営業利益 368,314 13,153 381,468（234,315）147,153

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　　    アジア…マレーシア・シンガポール・中国
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 784,256 784,256

Ⅱ　連結売上高(千円) ― 4,615,769

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

17.0 17.0

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　　　　アジア…マレーシア・シンガポール・タイ・中国・韓国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 578,758 578,758

Ⅱ　連結売上高(千円) ─ 4,140,917

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.0 14.0

(注)　１　国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　　　　　　アジア…マレーシア・シンガポール・タイ・中国・韓国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,023.44円
　

　 　

　 1,006.89円
　

　(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第１四半期連結会計期間末
  (平成21年６月30日)

前連結会計年度
 (平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,846,029 8,716,088

普通株式に係る純資産額(千円) 8,846,029 8,716,088

普通株式の発行済株式数（千株) 9,328 9,328

普通株式の自己株式数（千株) 684 671

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

8,643 8,656

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 6.14円
　

１株当たり四半期純利益金額 4.44円
　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載しており

 ません。

 ２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 54,730 38,389

普通株式に係る四半期純利益（千円） 54,730 38,389

普通株式に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,913 8,650

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

23/26



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２０年８月８日

大　石　産　業　株　式　会　社

取　　締　　役　　会　　御　中

　

監 査 法 人　ト ー マ ツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　青　野　　　　弘　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　森　　　昭　　彦　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

石産業株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成２０年４月１日から平成２０年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２０

年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２１年８月６日

大　石　産　業　株　式　会　社

　取　締　役　会　   　御 　中

　

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　青　野　　　　弘　　  印 

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　森　　　　昭　彦　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

石産業株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間(平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２１年４月１

日から平成２１年６月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２１

年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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